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魅力的な展示になるよう工夫する
附属図書館職員の方々

「ブックハンティング」
特設コーナー

「一日のスケジュール」を説明する石橋さん。
流れが視覚的にも理解できるように、毎日
「朝の会」で行っている

指示を分かりやすく明確に伝えるための
「ルール掲示」

ドイツに留学中、教会の前で

学生リポート活躍する市大人

2015年度学生表彰

ほんの福袋

卒業・修了作品展 氏名（敬称略） 　　学　位
博士（学術）
博士（情報科学）
博士（情報工学）
博士（芸術）

村上　泰介
福井　和敏
濱本　　亮
吴　　青峰

大学時代に学んだ「物事のとらえ方は人によって違う」ということ

　大学の学習では、教科書に書いてあることを覚えるだけでなく、
自分で課題や疑問点を見つけ、自力で調査・観察して解決するこ
とが求められます。すなわち、大学生に求められるのは、自ら「知
る」「考える」「伝える」能力なのです。この能力を高めるため、本
学では附属図書館を中心に教員や芸術資料館等が連携し、授
業や学生生活の中で教養に触れること（読書・映画鑑賞・美術
鑑賞等）を奨励する「いちだい知のトライアスロン」が実施されて
います。
　また、学生の読書への導入として、大型書店で学生が選書し
た本を図書館の蔵書に加え特設コーナーを作る「ブックハンティ
ング」や、附属図書館の司書が選書した本をランダムに借りる
「ほんの福袋」が実施され、いずれも好評を博しています。

　附属図書館職員の方に
お話を伺うと、「こうした取り
組みを通じて、職員と学生と
のかかわりが生まれ、より学
生の声を反映しやすくなりま
した」とのことでした。実際
に、ブックハンティングで選
書された本は貸出数も多く、協力してくれた学生の中には、自分で
選んだ本にPOPを寄せてくれる人もいるそうです。また、ほんの福
袋については、「何でもデジタル化している中、あえてアナログな
手法を取り入れることで、そこに生まれる偶然の本との出会いとい
うものを楽しんでもらいたい」との思いから実施したとのことです。
　昨今の活字離れは、本にかかわる人たちにとって受難な時代

ですが、こうした取り組み
を行うことで、図書館に
足を運ぶ学生が増え、本
に触れる機会を持ち、教
養を高めてもらうことを附
属図書館職員の方々は
願っています。

在学生、卒業生を問わず、国内外の数多くの分野で活躍する「市大人」。その中から、
顕著な活動を行っている人を紹介します。

この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自ら
が取材をして作成しました。

石橋さんは、本学国際学部を卒業後、広島市立広島特別支援学校で教
員をしています。同校は、2012年度に移転・開校しました。日本有数の施
設・設備とその教育内容を視察するために、数多くの方が学校見学に訪れ
ています。子どもたち一人ひとりが伸び伸びと学ぶことができるように、質
の高い特別支援教育を行っているこの学校で活躍する石橋さんを、本学
の学生広報サポーターの繁本美歩さんが取材し、大学時代と現在の仕事
について伺いました。

―広島特別支援学校で働くようになった経緯と現在の仕事について教え
てください。
大学在学中に教員免許を取得して、広島市の公立学校教員採用試験に
合格しました。その際に、広島特別支援学校に配属されました。この仕事に
就いてから４年になります。国際学部出身といえば英語を教えるイメージがあ
ると思いますが、ここでは英語に触れる機会はほとんどありません。どちらかと
いうと小学校の先生のように、幅広い分野のことを教えています。　
―どのような生徒たちがいるのですか？
主には知的障害を持つ子どもたちを対象としています。
「重複障害」といって、知的障害のほかに聴覚障害や肢体不自由などを併
せた複数の障害がある生徒もいます。　
―仕事をする上で大変なこと、うれしいことを教えてください。
大学時代に特別支援教育に関することを学ぶ機会が少なかったので、特
に仕事を始めたばかりのころは自分の無力さを感じることが多かったです。
現在も毎日が勉強の日々です。しかし、研修で学ぶことも多く、一日一日子ど
もたちが成長・変化している姿を間近で見ることでエネルギーをもらい、やり
がいを感じています。　
―この仕事をする上で大切なことを教えてください。
大学は、自分が「なぜ？」と疑問を持ったことを深く研究できた場所でしたし、
「学問」をすることの楽しさを実感することができた場所でした。私の仕事で
重要なことは、子どもたちにいろいろなことを理解させることですから、大学時
代に「勉強の面白さ」や「物事のとらえ方は人によって違うということ」を学
べたのは大きな収穫でしたし、この仕事をする上でとても大切なことだと思い
ます。子どもたちはいろいろな個性を持っているので、自分の価値観に固執
していたら子どもと接することが難しくなります。何より、子供たちに「知る」と
いうことの楽しさを伝えられないと思います。　

―大学では何を専攻していましたか？
主に言語学を専攻していました。
中学時代から英語が好きで、表現
やイントネーションなど、日本語との
違いを学んでいくうちに「言葉の面
白さ」を感じていました。大学に入
学して英語以外の言語も学び、
「言葉は生き物」ということを実感
しました。ゼミは国際学部の岩井
教授のゼミに所属していました。ゼ
ミのメンバーは自分を持っている人
ばかりで毎日がすごく刺激的でした。　

―課外活動ではどのようなことをし
ていましたか？
ソフトテニスのサークルに入っていた
のと軟式野球部のマネージャーをし
ていました。軟式野球部ではソフト
ボールをしていた経験を生かし、マ
ネージャーとして選手をサポートして
いました。常に「いかに選手に気持
ちよくプレーしてもらうか」を考えなが
ら行動していました。臨機応変に行
動するスキルを学ぶことができました
し、それは今の仕事にも役立っています。　
―大学時代にしていて良かったことを教えてください。
大学時代はいろいろなところを旅していましたね。海外ではドイツに語学留
学に行ったり、韓国にも行ったりしました。知らない土地でどのようなことをす
ればよいのか、日本語が通じない環境でいかにコミュニケーションをとるのか
などを学ぶことができました。海外だけでなく、国内でもいろいろなところを回
りました。特に四国がお気に入りです。私は海を眺めることや芸術作品を鑑
賞することが好きなのですが、四国の美術館を巡りながら、瀬戸内海を眺め
ることができたのでとても楽しかったです。就職してからは学生時代より自分
の時間が取りにくいので、国内外問わず旅行できたことはすごく良かったと
思っています。　
―逆に後悔していることがあれば教えてください。
何事にも計画性をもって取り組むべきだったということです。社会人になって、
段取りを自分で立てて行動することはとても大切だと実感していますし、大
学時代に練習しておけばよかったなと思っています。　

―最後に、後輩たちへのメッセージをお願いします。
先生方をはじめいろんな人たちと話して人脈を
築いていくことが大切だと思います。特に国際
学部の先生は話すことが好きな方が多いので、
いろいろ聞いてみると新しい発見があるかもし
れません。そして自分の興味のあることに挑戦し、
ぜひ深めてください。もし途中でやめてしまって
も、その過程で自分のことを知ることができると
思いますし、どんな形であれ自信につながると思
います。

広島市立広島特別支援学校 中学部 教諭　石橋 あゆみさん（国際学部国際学科2011年度卒業）
いしばし

（取材： 学生広報サポーター　情報科学部2年　舟山 理）
ふなやま　おさむ

（取材： 国際学部国際学科2年　繁本 美歩）
しげもと　 み　ほ

石橋あゆみ（いしばし・あゆみ）
広島市立大学国際学部国際学科2011年度卒
業。広島市立広島特別支援学校中学部教諭。

広島市立広島特別支援学校ウェブサイト
http://www.hiroshimayogo.edu.city.hiroshima.jp/

「WEST BREEZE」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会
○E-mail：kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
「WEST BREEZE」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」＞
「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

おめでとうございます
■本学大学院における
　博士学位取得者
　（2015年度 春季修了）

■情報科学研究科の学生らが「学生ケータイあわ～ど」で受賞
2015年11月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年の
佐川拓磨さん、同２年の伊藤智基さん、同１年の山本彩斗さんが「ケータイア
イデア部門」の「学生会特別賞」を、「アプリ作品部門」で情報科学部知能工
学科３年の岡和秀さんが「最優秀賞・中国総合通信局長賞」を、同部門で情
報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻１年の福田基さんと同１年の
川嶋聖也さんが入賞。

■情報科学部の学生らが「IEEE広島支部学生シンポジウム」で受賞
2015年11月、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻１年の北園
忠弘さん、同システム工学専攻１年の成相貴弘さん、同情報工学専攻１年の
玉川宗磨さん、情報科学部システム工学科１年の田中織絵さんが、「HISS優
秀研究賞」を受賞。また、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専
攻２年の佐川拓磨さんが「HISS最優秀プレゼンテーション賞」、情報科学研
究科（博士前期課程）システム工学専攻２年の伊藤智基さんが「HISS優秀
プレゼンテーション賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「全国高校・大学ソフトウェアコンテスト」で受賞
2015年11月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻１年の岡田
淳司さんと花房祐貴さんが「ＶＳＮ賞」と「ニッセイコム賞」を同時受賞。

■芸術学部の学生が「真綿のヴィジュアル・アート」公募で受賞
2015年11月、芸術学部デザイン工芸学科（染織造形）４年生の花田梨奈さ
んが、「奨励賞」を受賞。

■情報科学部の学生が「人類働態学会東日本地方会」で優秀発表賞を受賞
2015年12月、情報科学部システム工学科４年の大屋梨香さんが「優秀発
表賞」を受賞。

■情報科学研究科の串田講師が「進化計算シンポジウム」で受賞
2015年12月、情報科学研究科の串田淳一講師が「ベストポスター発表賞」
を受賞。

■情報科学研究科の西准教授が「映像情報メディア学会放送技術
　BCT研究会」で受賞
2015年12月、情報科学研究科の西正博准教授が「2014年度優秀研究
発表賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生らが「キャンパスベンチャーグランプリ中国」で受賞
2016年１月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年の菊
池光太朗さんと同２年の齋藤大誠さん、同１年の花房祐貴さん、同１年の岡
田淳司さん、情報科学部システム工学科４年の網本勇樹さんが、「特別賞（日
刊工業新聞社賞）」を受賞。

■芸術学部の卒業生が「広島信用金庫日本画奨励賞」を受賞
2016年１月、芸術学部卒業生の水越千紘さんが「広島信用金庫日本画奨
励賞」を受賞。

■情報科学研究科の学生が「電子情報通信学会中国支部連合大会奨励賞」
　を受賞
2016年３月、情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻１年の菅原
正伍さんと若狭優貴さんが、「平成27年度（第66回）電気・情報関連学会中
国支部連合大会」における論文発表で受賞。

※学年は当時

市大ニュース
■芸術学部映像メディア造形分野の学生がオタフクソースと「お好み焼
ムービー」を共同制作
2015年10月、芸術学部デザイン工芸学科（映像メディア造形）の学生たちが、
オタフクソース株式会社とお好み焼のショートムービーを共同制作しました。

■石内都氏の講演会を開催
2015年11月、本学講堂小ホールで、「石内都氏講演会『ひろしま』とその
後」を開催しました。

■シンガポール国立大学から15名の学生が来学
2015年12月、シンガポール国立大学の学生15名と引率教員１名が本学を
訪問しました。この交流は、開学（1994年）以来毎年継続しています。

■芸術学部の教員らがアートグッズの制作等で「障害者ピースアートコンテ
スト」に協力
2016年２月、広島市の「被爆70周年記念事業・障害者ピースアートコンテス
ト」作品展開催に合わせて実施されたアートグッズの製作に、芸術学部の中
村圭講師らが協力しました。また、作品展を広報する映像の制作には芸術学
部の笠原浩教授らが協力しました。なお、「被爆70周年記念事業・障害者
ピースアートコンテスト」の一環として企画された芸術教室では、芸術学部の
松尾真由美講師が障害者対象のワークショップを開催しました。

■画像投稿サイトの表彰作品を決定しました
2016年２月、画像投稿サイト第５回表彰式を行いました。情報科学部医用情
報科学科４年の中川拓哉さんが最優秀賞、国際学部国際学科１年の杉田千
尋さん、情報科学部情報工学科３年の手柴瑞基さん、情報科学研究科（博士
前期課程）システム工学専攻１年の立本健司さんが優秀賞を受賞しました。

※学年は当時
■卒業式・学位記授与式を開催
2016年３月23日、広島市立大学卒業式・学位記授与式が挙行され、晴れて
卒業を迎えた卒業生386名および博士前期・後期課程修了生116名に学
位記が授与されました。

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST BREEZE」の
略称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集人・発行／広島市立大学 企画・広報委員会
発行日／2016年４月１日

教養のすゝ め
～図書館に足を運ぼう！～

新入生の皆さんに贈る応援メッセージ
大切な通過点

よしだ　　はるひこ

国際学部長　吉田 晴彦

　大学生時代は、あくまで人生の一つの通
過点に過ぎません。しかしそれは、その後の
人生を大きく変えうる、大切な通過点でもあ
ります。

　自分は大学時代にこれに打ち込んだ、と後から誇りに思えるもの
を、ぜひ少なくとも一つは作るようにしてみてください。勉学でも、友
人でも、クラブでも、その他の社会経験でも、必ずやそれがあなたに
とって、大切な財産になるはずです。そして、大学はそんな皆さんを
応援する場なのです。
　皆さんの大学生生活が有意義なものとなりますように!!

高い志を持とう
かくだ　　よしあき

情報科学部長　角田 良明

　皆さんは将来、どのような職に就きたいで
すか。情報科学が生かせる職業は、教育
者、技術者、研究者、実業家など多彩で
す。皆さんの将来は無限に広がっています

が、将来の目標を持たないと実現できません。将来についてじっくり
考え、高い志を持ちましょう。情報科学部では、情報科学を学ぶため
に必要な授業がそろっていますので、思う存分、勉学に励むことが
できます。海外の大学と学術交流協定を結んでいますので、グロー
バル人材を目指して留学もできます。大学が提供するさまざまな機
会を最大限に利用して、皆さんの高い志を実現するために歩み始
めましょう。そのために大学の教職員は精一杯応援します。

学生だからできること
みなみ　  まさのぶ

芸術学部長　南　昌伸

　新たな目標に向かって、既にイメージを
描き始めているところでしょうか。
　皆さんには、それぞれの専門分野にお
いて、基礎から高い専門性までを学ぶこと

ができる恵まれた教育環境が準備されています。自身が選んだ学
びの場で主体的に行動し、日々の学習、制作に励んでください。
これから始まる大学生活の中で、教職員、仲間といった多くの人
たちの価値観に触れ思考を深めるとともに、感性を磨き独自の創
作を生み出してください。学生時代に海外に身を置くことも貴重な
経験となります。そのチャンスも準備されています。学生にしかでき
ない、学生だからできる多くの経験を本学で積み上げてください。

大学生活を始めるにあたって
心に留め、実行してほしいこと

あおき　のぶゆき

学長　青木 信之

　新入生の皆さん、ご入学おめで
とうございます。教職員一同、心か
ら歓迎します。
　皆さんの心の中は、これから始
まる大学生活への期待、そして新
しい環境への不安など、さまざまな
気持ちが交錯していることと思い
ますが、大学生活を始めるにあた

り、皆さんに心に留め、実行していただきたいことをお伝えしたいと
思います。
　
　まず、自分の実力を蓄えてほしいということです。いざ、社会に出
て、この分野で自分を役立てたいと思っても、肝心の力がないとそ
の分野に入っていけないかもしれません。
　
　そのためには、この４年間に自分の力を蓄え磨いてほしいと思い
ます。例えば、外国語であれば、授業の単位をとるという最低限の
目標ではなく、実際に使えるようになるまで徹底的にやる。それに
は、だらだらと勉強するのではなく、２年間集中的にとりつかれたよ
うにやる。そして、その上で国際、情報、芸術といった専門の力を
しっかりと身に付ける。
　大事なことは、自分がやりがいを感じるものは何かを探すととも
に、その世界に入っていく、またその世界から求められる人間になる
努力をしておくということです。
　
　そして、自分の実力を磨くためにも、ぜひ時間を大事にしてい
ただきたい。一生の中で、この大学時代ほど自分自身の時間を
持てる機会はそうありません。皆さんが現在持っているもので、最
も貴重なものの一つは、自分のために使えるこのまとまった時間
です。
　この時間を利用して、自分にとって大切な価値観を探し、そして
自分の強みを作り上げてください。いったん社会に出ると、さまざま
なことを経験する時間は簡単にはとれません。また、どんなことでも
技能や技術を習得するには時間がかかります。力を蓄えるために
は、そして社会に出て力を発揮していくためには、自分を鋼のように
鍛えあげる時間が必要です。焦る必要はありません。しかし、自分た
ちが持っているもので最も貴重なものの一つは時間であることの
認識を持って日 を々過ごしていただきたいと思います。
　
　自分という人間の基礎を形作るために、これらのことを心に留め
て学生生活を過ごしてほしいと願います。４年後の自分をイメージし
ながら、自分の基礎を形作る「自分づくりのプロジェクト」を、ぜひ今
日からスタートさせてください。

第19回広島市立大学 芸術学部

卒業制作優秀作品

2016年２月17日から21日まで、広島市現代美術館および本学内
において、2015年度の卒業制作と修了制作の作品展が開催され
ました。日本画、油絵、彫刻、デザイン、工芸の作品が展示され、多
数の来場者がありました。なお、卒業制作のうち優秀作品が５点、
修了制作のうち優秀作品が５点選出されました。また、５点の作品
が大学の買上作品になりました。

買上作品（広島市立大学芸術資料館収蔵）

〈買上作品〉
■ 日本画「化石」南谷 知子
　 （卒業制作）［再掲］
■ 染織造形「龍姫湖図」梅田 綾香
　 （卒業制作）［再掲］
■ 現代表現「オアシス」藤田 えりか
　 （卒業制作）［再掲］
■ 油絵「偽りの」行 晃司
　 （修了制作）［再掲］
■ 彫刻「recording medium」
　 粕谷 優（修了制作）

彫刻「recording medium」
粕谷 優

修了制作優秀作品

日本画「浄瑠璃姫物語奈良絵」
三内 菜緒

油絵「偽りの」
行 晃司

金属造形「JIZAI -アルマジロ-」
吉田 葉瑠日

彫刻「空想と虫籠（イナゴ）」
尾身 大輔

染織造形「経絣着物「おわりとはじまりの海」」
久保田 寛子

日本画「化石」
南谷 知子

油絵「Futile voices」
仲塚 玲史

彫刻「狼のとうめい」
高 瑞雪

染織造形「龍姫湖図」
梅田 綾香

現代表現「オアシス」
藤田 えりか

４月１日（金）～７日（木）
４月４日（月）

４月４日（月）～７日（木）
４月４日（月）～７日（木）

４月８日（金）
４月８日（金）～21日（木）

６月14日（火）
７月18日（月・海の日）
７月25日（月）・29日（金）
８月１日（月）～ ８月10日（水）
８月11日（木）～ ９月30日（金）
８月12日（金）・15日（月）

前期（４月１日～９月30日）
春季休業
入学式
オリエンテーション
定期健康診断
前期授業開始
前期履修手続期間
開学記念日（授業実施）
月曜日の授業実施
前期補講日
前期定期試験
夏季休業
全学休業日

2016年度　学年暦（前期）

氏名
吉田　晴彦
角田　良明
日浦　慎作

役職名
国際学部長

情報科学研究科長
副理事（研究担当）

役員等選任（変更分）

区分

昇任

新任

転任

退職

退任

氏　名
シュラトフ，ヤロスラブ

永山　忍
西　正博
小畑　博靖
常盤　達司

ジェイコブズ,ロバート
永井　均
李　在鎬
目黒　紀夫
池田　徹志
齋藤　徹
畠山　泰貴
志水　児王
池田　寛子
王　英燕
砂山　渡
中嶋　泉
中島　正博
二村　英夫
石渡　孝
北村　俊明
林　朗
矢野　卓雄
吉田　彰顯
松尾　真由美
桐谷　多恵子

　　　　　　　　 職　名
国際学部准教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
情報科学研究科教授（４月１日付け）
情報科学研究科准教授（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）
広島平和研究所教授（４月１日付け）
広島平和研究所教授（４月１日付け）
国際学部教授（４月１日付け）
国際学部講師（４月１日付け）
情報科学研究科講師（４月１日付け）
情報科学研究科助教（４月１日付け）
情報科学研究科助教（４月１日付け）
芸術学部准教授（４月１日付け）
国際学部准教授（３月31日付け）
国際学部准教授（2月29日付け）
情報科学研究科准教授（３月31日付け）
芸術学部准教授（３月31日付け）
国際学部教授（３月31日付け）
国際学部教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
情報科学研究科教授（３月31日付け）
芸術学部講師（３月31日付け）
広島平和研究所講師（３月31日付け）

教員の人事異動

■2016年度オープンキャンパス開催日のお知らせ
2016年度は、６月19日（日）【プレ・オープンキャンパス】、８月７日
（日）【オープンキャンパス】、10月10日（月・祝）【ライブ・キャンパ
ス】に開催します。

学生顕彰

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年
きくち 　　こうたろう

「パソコンなんでも相談実行委員会」
代表／菊池 光太朗
大学で得た情報科学の知識や研究活動等を、「パソコンなんでも相談
室」を開催することで、地域への還元を図り、大学と地域の連携、相互理
解に努めている。

情報科学部医用情報科学科４年
きたむら　かいへい

第14回西風新都駅伝大会実行委員会
代表／北村 凱平
大学構内及び周辺において開催される「西風新都駅伝大会」を主催。大
学と地域の連携、相互理解に努めている。

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻１年
おかだ　 じゅんじ

岡田 淳司

情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻１年
はなふさ　 ゆうき

花房 祐貴
「全国高校・大学ソフトウェア創作コンテスト あいちゃれ2015」で「ＶＳＮ
賞」と「ニッセイコム賞」を同時受賞。

「学生表彰」の受賞者については、本学ウェブサイト「トップページ」＞
「キャンパスライフ」＞「学生表彰・その他の学生支援」をご覧ください。

●文化、芸術又は人命救助等の社会活動において、優れた功労又は功
績を挙げたと認められるもの　●スポーツ活動において、優れた成績を挙
げたと認められるもの　●上記に掲げるものと同等以上の表彰に値する
行為があったと認められるもの

本学では、学内外で顕著な活動をした学生たちの表彰制度を設けて
います。2015年度は、次の学生が「学生顕彰」を受賞しました。

※学年は受賞当時

受賞条件

国際学部　武藤 彩加　准教授
『日本語の共感覚的比喩』　2015年２月、ひつじ書房
情報科学研究科　吉田 彰顕　教授
『地震前兆やいかに～電波による複眼観測～』
2016年３月、サイバー出版センター
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